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　12 月議会に、市長などの特別職のボーナス引
き上げ議案が出されました。党市議団は引き上げ
に反対しましたが、他会派の賛成で可決されまし
た。
　同時に出された議員のボーナス引き上げ議案に
ついては、他会派と協力して引き上げを 2021 年
4 月まで延期する修正案を出し、引き上げ分の予

議員のボーナスは引き上げストップ
災害復興予算へ

市長のボーナス6年連続引き上げ

　さいたま市は、今年度から高齢者
の移動支援事業（モデル事業）をは
じめました。この事業は、5 人以上
のチームが主体となり市に申請しま

すが、現在おこなっているモデル事業は週 1 回の買い物支援で
す（毎週○曜日に○○スーパーに行く等）。送迎車や運転手は
高齢者福祉事業者などにお願いをするしくみです。しかし、チー
ム自身で予約の受付や添乗員を用意するなど負担が多いのが
課題です。
　移動支援のお問い合わせは、市の高齢福祉課（048・829・
1260）、もしくは日本共産党市議団控室・久保（048・829・
1811）までお願いします。

コミュニティバスをもっと便利に

　高齢者が加害者となる交通事故が増えています。高齢者の
運転免許返納を推奨されても、日常生活への支障を考えると返
納の決断は容易でありません。まずは公共交通の充実が必須で
す。さいたま市のコミュニティバスを「30 分に1本の運行、土
日の運行、料金はどこまで乗っても100 円」にすることを求め
続けていますが、思うように進みません。今後もあきらめず声
を上げていきます。

モデル事業がスタートモデル事業がスタート

　10月に発足
し た 台 風 19
号 災 害 対 策
調査特別委員
会。私も委員
になりました。
12 月 17 日、
市に対する提
言書がまとまり、「治水対策の推進、
高齢者・障がい者の安全避難、車
両の水没防止対策のために公共施
設等の敷地の開放、ペットとの安心・
安全避難、市独自の被災者支援策
の検討」などが盛り込まれました。
今後、台風 19 号相当の豪雨が起
きても浸水しない対策が求められ
ます。引き続きとりくみます。

災害対策調査災害対策調査
特別委員会で特別委員会で
提言書提言書

台風 19号高齢者の移動支援

算は、台風 19 号の復旧に使うよう付帯決議をあ
げました。
　日本共産党市議団は、一貫して議員のボーナス
引き上げに反対をしてきましたが、今回は他会派
と協力して議案に賛成し、引き上げをストップし
ました。今後も、引き上げにならないよう力を尽
くす決意です。



日本共産党さいたま市議会議員

久保 みき
●ブログ「久保みきのひとりごと」　
　http://ameblo.jp/seijini-kokorowo/
●ツイッター　久保みき　@seijinikokorowo
●フェイスブック　久保美樹
　facebook.com/miki.kubo.79

桜区くらしの相談室くらしの相談
お気軽に ●久保みき事務所　桜区道場 3-15-20　☎ 762-8819

　この間、高齢者の虐待について、私のもとにい
くつかの相談がありました。どれも深刻な施設内
での虐待事件です。2018 年度の高齢者施設内で
の虐待の疑い通報は、32 件だったそうです。し
かし、これだけではないはずです。9月議会の決
算審査で、施設内での高齢者虐待について質問し
ました。
久保　高齢者施設内での虐待は、潜在的なものを

含めれば相当数あるのではないか。
市　通報のあった事例から推測すると、どこの施

設でも起こり得るもの。把握し切れていない高
齢者虐待というのが多数存在するのではないか

と考えている。
久保　認可保育所でおこなっているような抜き打

ちの訪問調査などが必要ではないか。
市　施設に事前の通告なしに訪問調査をおこなう

ことは、高齢者虐待を未然に防ぐために有効な
方法。一方で、施設の数が多いことや、厚生労
働省から「施設等に過大な負担をかけるのは避
けるべき」という見解が出されていることから、
実現に向けての課題があるが、高齢者虐待の防
止に向けて、実施方法を検討したい。

　高齢者虐待のみならず児童虐待、動物虐待と、
弱いものへの暴力があとを絶たない状況です。暴
力をなくすためのとりくみの強化、早期に発見し
て救い出すとりくみも必要です。

高齢者施設内での虐待

合
ごうり て き は い り ょ て い き ょ う し え ん

理的配慮提供支援事業

桜環境センター行きの
バスを停車させましょう

　ちょっと難しい名前ですが、障がいのある
方も安心して生活できるようにするバリアフ
リーの事業です。私が昨年、議会で求めた
ものが実現しました。
　たとえば、車椅子の方がお店を利用でき
るようにスロープをつける、視覚障がい者の
ために点字メニューを設置するなどの費用
の半分をさいたま市が補助します。お問い
合わせは、さいたま市障害政策課（048・
829・1306）もしくは日本共産党市議団控
え室・久保（048・829・1811）までお願 
いします。

　「桜環境センターの送迎バス、どうして中浦和駅
には停まらないの？停めてほしい！」というご要望
が、私のもとに多く寄せられました。桜区新開の桜
環境センターのお風呂は、ゴミを焼却の熱エネル
ギーを活用した人気施設です。無料送迎バスは、西
浦和駅と武蔵浦和駅に停車します。中浦和駅にも停
車するよう要望書を提出し、懇談を重ねています。
実現まであともう少しです。

とまらない…とめたい、なくしたい！

知っていますか？ 中浦和駅中浦和駅

9 月議会 決算委員会にて質問9 月議会 決算委員会にて質問
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